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●
ご
み
ゼ
ロ
推
進
課
で
、
お
聞
き
し

ま
し
た
。 

広
報
紙
「
え
ご
た
地
域
ニ
ュ
ー
ス
」

編
集
委
員
４
名
で
、
こ
れ
ら
の
問
題

含
め
、
中
野
区
の
ご
み
量
と
減
量
対

策
・
資
源
の
こ
と
・
食
品
ロ
ス
等
に

つ
い
て
お
聞
き
す
る
た
め
、
ご
み
ゼ

ロ
推
進
課
を
訪
問
し
ま
し
た
。 

ご
み
ゼ
ロ
推 

進
課
か
ら
は
、 

橘
さ
ん
、
佐
藤 

さ
ん
、
清
掃
事 

務
所
か
ら
は
、 

吉
田
さ
ん
が
対 

応
し
て
く
だ
さ 

い
ま
し
た
。 

 

Q 

こ
こ
数
年
の
中
野
区
の
『
燃
や

す
ご
み
』『
陶
器
・
ガ
ラ
ス
・
金
属
ご

み
』
総
量
に
つ
い
て
、
増
加
傾
向
な

の
か
、
減
少
傾
向
な
の
か
含
め
、
そ

の
推
移
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。 

A 

平
成
２７
年
度
か
ら
平
成
２９

年
度
の
３
年
間
の
『
燃
や
す
ご
み
』

は
、
５
５
８
５
６
㌧
か
ら
５
４
３
４

９
㌧
で
１
５
０
７
㌧
減
、『
陶
器
・
ガ

ラ
ス
・
金
属
ご
み
』
は
２
４
２
４
㌧

か
ら
１
６
６
５
㌧
で
７
５
９
㌧
減

合
計
２
２
６
６
㌧
の
減
と
な
っ
て

い
ま
す
。 

区
民
１
人
１
日
あ
た
り
の
ご
み

と
資
源
の
排
出
総
量
は
、
約
６
６
６

㌘
で
す
。
ま
た
、
ご
み
処
理
と
リ
サ 

 

イ
ク
ル
に
か
か
っ
た
お
金
は
そ
れ

ぞ
れ
約
４
１
億
２
６
６
２
万
円
、
１

０
億
９
１
６
万
円
（
い
ず
れ
も
平
成

２９
年
度
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

な
お
、
平
成
30
年
度
の
区
民
１
人

１
日
あ
た
り
の
ご
み
排
出
量
は
、
２３

区
で
は
杉
並
区
に
次
い
で
少
な
い

方
か
ら
２
番
目
で
し
た
。 

 

Q 

ご
み
減
量
の
た
め
に
、
各
家
庭

で
取
組
ん
で
ほ
し
い
こ
と
を
教
え
て

く
だ
さ
い
。 

A 

ご
み
減
ら
し
の
基
本
は
、 

「
３
R
」
で
す
。 

①R
e
d
u

c
e

（
リ
デ
ュ
ー
ス
）→

 

ご
み
を
出
さ
な
い
よ
う
に
す
る
。 

②R
e
u

s
e

（
リ
ユ
ー
ス
）→

 

捨
て
ず
に
繰
り
返
し
使
う
。 

③R
e
c
yc

le

（
リ
サ
イ
ク
ル
）→

 

も
う
一
度
資
源
と
し
て
生
か
す
。 

 

そ
の
上
で
、
特
に
ご
家
庭
で
取
組

ん
で
ほ
し
い
の
が
『
雑
が
み
』
を
資

源
と
し
て
出
し
て
ほ
し
い
こ
と
で

す
。『
雑
が
み
』
と
は
「
食
料
品
等
の

紙
箱
・
封
筒
や
は
が
き
・
ダ
イ
レ
ク

ト
メ
ー
ル
・
カ
レ
ン
ダ
ー
・
ト
イ
レ

ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
の
芯
」
等
で
す
。
燃

や
す
ご
み
に
出
し
て
い
ま
せ
ん

か
？ 

こ
う
し
た
雑
が
み
は
、
平
成

29
年
度
の
調
査
に
よ
る
と
中
野
区

で
は
約
２
７
０
０
㌧
が
燃
や
す
ご

み
と
し
て
出
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
ご

み
収
集
車
約
１
７
０
０
台
分
に
も

な
り
ま
す
。 
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第３５１号 

 

みんなでつくろう緑の江古田 

「資源とごみの分け方・出し方(保存版)」が中野区から各

家庭に配布されました。ご覧になりましたか？ 

中野区では、みなさんと一緒にごみ減量に努力していま

すが、もっと減らしていかなければなりません。さあ、で

きることから始めましょう。 

今、「マイクロプラスチックごみと海洋汚染」が国際的な

大きな問題になっています。 

また、消費者庁発行の資料によれば、食べられるのに廃

棄される「食品ロス」は 621 万㌧、世界全体の食料援助量

（年間約 320 万㌧）の約２倍に匹敵、さらに 621 万㌧の

うち、約半分の 282 万㌧（ごみ収集車約 1,773,000 台

分）は家庭からのもので、日本人１人当たり「お茶碗１杯

分（約 134 ㌘）」が捨てられている計算になります。「もっ

たいない」ことですね。（数値は平成 26 年度） 

 



(2) 

 
ま
た
、
生
ご
み
の
約
80
％
は
水

分
で
す
。『
水
』
は
ご
み
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
し
っ
か
り
水
切
り
し
て
出
し

て
ほ
し
い
の
で
す
。
そ
の
結
果
、
相

当
の
減
量
に
な
り
ま
す
。 

 

Q 

最
後
に
「
食
品
ロ
ス
」
を
少
な

く
し
て
い
く
に
は
何
が
必
要
で
す
か
。 

A 

「
食
べ
残
し
」
を
ど
う
す
れ

ば
減
ら
せ
る
か
？ 

そ
の
ポ
イ
ン

ト
は
３
点
あ
る
と
思
い
ま
す
。 

①
ご
承
知
の
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、

『
消
費
期
限
』
は
「
食
べ
て
も
安
全

な
期
限
」
の
こ
と
、
『
賞
味
期
限
』

は
「
美
味
し
く
食
べ
ら
れ
る
期
限
」

な
の
で
、
す
ぐ
に
は
廃
棄
せ
ず
に
、

食
べ
ら
れ
る
か
ど
う
か
、
判
断
す

る
こ
と
が
大
切
で
す
。 

②
買
い
物
は
、
ま
ず
冷
蔵
庫
の
中 

を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
、
必
要
な
時
に
、 

必
要
な
量
だ
け
購
入
し
ま
し
ょ
う
。 

③
調
理
で
作
り
過
ぎ
な
い
よ
う
に

し
て
、
食
べ
切
れ
な
か
っ
た
ら
他

の
料
理
に
作
り
替
え
る
な
ど
工
夫

し
ま
し
ょ
う
。
中
野
区
で
は
新
渡

戸
文
化
短
期
大
学
と
の
連
携
事
業

で
「
あ
ま
り
に
も
美
味
し
い
あ
ま

り
も
の
レ
シ
ピ
」
を
発
行
し
て
い

ま
す
（
下
記
は
一
例
）
。 

以
上
の
と
お
り
、
約
１
時
間
に
わ

た
っ
て
お
話
を
お
伺
い
し
、
ご
み
減

量
の
大
事
さ
を
改
め
て
実
感
で
き

ま
し
た
。
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

       

   

 
食
べ
ら
れ
る
部
分
ま
で
の
除
去
・

廃
棄
が
55
％
。
食
べ
ら
れ
る
部
分

は
捨
て
ず
に
利
用
し
ま
し
ょ
う
。 

                 

 

 

  

リ
サ
イ
ク
ル
展
示
室
で
は
、
フ 

リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
（
原
則
第
１
・
第

３
土
曜
日
開
催
）、
リ
ユ
ー
ス
品
の

展
示
・
提
供
（
家
具
、
古
着
、
図
書

な
ど
）
を
行
う
他
、
使
用
済
み
の
蛍

光
管
、
小
型
家
電
な
ど
の
資
源
回

収
ボ
ッ
ク
ス
も
設
置
。
年
末
年
始

以
外
は
毎
日
開
館
し
て
い
る
の
で
、

ぜ
ひ
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。 

【
問
合
せ
】
リ
サ
イ
ク
ル
展
示
室

(

中
野
区
松
が
丘
１-

６-

３
） 

☎
（
３
３
８
７
）
２
４
１
１ 

                   

               

 

        

江
古
田
区
民
活
動
セ
ン
タ
ー
入

り
口
で
も
、
資
源
回
収
ボ
ッ
ク
ス

（
使
用
済
蛍
光
管･

使
用
済
小
型
家

電
９
品
目･

乾
電
池･

イ
ン
ク
カ
ー

ト
リ
ッ
ジ
）
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 
 

廃
食
用
油
の
回
収
は
、
毎
月
第
４
火

曜
日
午
前
中
に
行
っ
て
い
ま
す
。 

【
問
合
せ
】
江
古
田
区
民
活
動
セ
ン

タ
ー 

☎(
３
９
５
４)

６
８
１
１ 

 

 

■
資
源
・
ご
み
収
集
休
業
期
間 

燃
や
す
ご
み 

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装 

12
月
31
日
（
火
）
～
１
月
３
日
（
金
） 

陶
器
・
ガ
ラ
ス
・
金
属
ご
み 

12
月
29
日
（
日
）
～
１
月
３
日
（
金
） 

【
問
合
せ
】
清
掃
事
務
所 

☎
（
３
３
８
７
）
５
３
５
３ 

び
ん
・
缶
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル 

12
月
29
日
（
日
）
～
１
月
３
日
（
金
） 

【
問
合
せ
】
ご
み
ゼ
ロ
推
進
課 

 

☎
（
３
２
２
８
）
５
５
５
５ 

 

■
施
設
休
業
期
間 

江
古
田
区
民
活
動
セ
ン
タ
ー 

江
古
田
地
域
事
務
所 

12
月
28
日
（
土
）
～
１
月
５
日
（
日
）

江
古
田
区
民
活
動
セ
ン
タ
ー
集
会
室

12
月
29
日
（
日
）
～
１
月
３
日
（
金
）

詳
細
は
、
各
施
設
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。 

  

 

私
は
だ
ま
さ
れ
な
い 

 
 

 

⇒ 

そ
ん
な
あ
な
た
が
タ
ー
ゲ
ッ
ト
‼ 

特
殊
詐
欺
被
害
者
の
９
割
以
上

の
方
が
、「
私
は
だ
ま
さ
れ
な
い
」
と

考
え
て
い
ま
し
た
。
益
々
巧
妙
に
な

る
詐
欺
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

江古田区民活動センター 

入り口「回収ボックス」 

ごみのん 
中野区減量キャラクター 

リサイクル展示室 

 
 

新渡戸文化短期大学の学生 

さん考案のアレンジレシピを 

紹介します。 

 

あまりにも美味しい 

あまりもののレシピ！ 

大根ステーキ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

年
末
年
始
の
お
知
ら
せ 

リ
サ
イ
ク
ル
展
示
室 

 

特
殊
詐
欺
に
ご
用
心 



(3) 

 
新
江
古
田
今
昔
（
二
五
回
） 

  
野
方
配
水
塔 

 
 

旧
豊
多
摩
、
北
豊
島
郡
の
関
係
町

村
で
つ
く
ら
れ
た
荒
玉
水
道
町
村

組
合
が
江
古
田
一
丁
目
に
円
筒
形

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
で
、
昭
和

三
年
十
月
に
完
成
し
た
。 

 

当
時
「
荒
玉
給
水
場
」
と
言
っ
た

が
後
「
野
方
給
水
場
」
と
な
っ
た
。 

貯
水
ド
ー
ム
は
、
遠
方
よ
り
望
む

こ
と
が
で
き
、
江
古
田
最
大
の
建
物

で
江
古
田
の
シ
ン
ボ
ル
で
も
あ
り
、

大
き
な
目
標
で
も
あ
っ
た
。
タ
ク
シ

ー
運
転
手
の
格
好
の
目
標
に
も
さ

れ
た
が
、
よ
く
「
哲
学
堂
」
と
間
違

っ
て
知
ら
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
あ

っ
た
。 

 

昭
和
七
年
、
多
摩
川
を
水
源
に
砧

上
浄
水
場
か
ら
送
ら
れ
た
水
を
、
野

方
給
水
場
の
ド
ー
ム
に
プ
ー
ル
し

て
、
全
く
同
じ
規
模
の
板
橋
大
谷
口 

給
水
場
へ
送
る
中
継
点
の
ほ
か
、
両 

         

給
水
塔
か
ら
市
域
の
北
部
、
六
十
万

人
に
一
日
一
人
当
た
り
最
大
三
十

九
リ
ッ
ト
ル
を
配
水
し
た
。
円
筒
形

で
高
さ
三
十
三
．
三
十
三
ｍ
外
回
り

直
径
十
六
．
四
ｍ
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の

厚
い
と
こ
ろ
で
九
十
㎝
薄
い
と
こ

ろ
で
五
十
㎝
あ
り
貯
水
能
力
三
千

五
百
ト
ン
。 

昭
和
三
十
九
年
に
、
村
山
貯
水
池

か
ら
都
の
心
臓
部
へ
走
る
、
直
径
二 

千
四
百
㎜
の
本
管
が
新
青
梅
街
道

の
下
に
で
き
た
た
め
昭
和
四
十
七

年
使
用
中
止
さ
れ
て
お
役
ご
免
と

な
り
翌
年
、
都
は
中
野
区
に
敷
地
三

千
六
百
㎡
を
給
水
塔
ぐ
る
み
払
下

げ
ら
れ
た
。 

ド
ー
ム
の
土
台
の
下
は
、
長
さ
七

ｍ
近
い
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
ク
イ
が

三
百
四
十
本
も
打
ち
込
ん
で
あ
る
。 

一
時
取
り
こ
わ
し
の
話
が
出
た
が

こ
わ
す
経
費
が
一
億
円
か
か
る
と

の
こ
と
。
都
は
災
害
時
の
飲
料
水
補

給
用
に
使
う
こ
と
を
考
え
、
昭
和
四

十
九
年
耐
震
調
査
を
し
た
。 

 

そ
の
結
果
、
関
東
大
震
災
級
の
地

震
に
も
十
分
耐
え
ら
れ
る
こ
と
が

分
か
っ
た
。
区
か
ら
塔
を
借
り
る
格

好
で
修
復
し
、
都
災
害
対
策
部
の
予

定
で
は
、
塔
内
に
二
千
ト
ン
余
り
を

貯
水
す
る
。
大
地
震
な
ど
が
起
き
た

時
、
一
人
一
日
三
リ
ッ
ト
ル
を
供
給

す
る
と
し
て
延
べ
、
六
十
七
万
人
に

給
水
で
き
る
。
隣
に
ポ
ン
プ
室
を
建

て
水
道
本
管
と
循
環
さ
せ
る
の
で
、

水
が
腐
る
心
配
は
な
い
と
の
こ
と
。

再
利
用
さ
れ
現
在
は
、
立
派
に
完
成

し
て
い
る
。 

 

江
古
田
史
談
会 

山
崎 

清
司 

江
古
田
地
域
セ
ン
タ
ー
ニ
ュ
ー
ス

昭
和
五
十
六
年
三
月
号
よ
り 

※
完
成
当
時
の
町
名
が
「
野
方
村
江

古
田
」
だ
っ
た
た
め
正
式
名
称
が

「
野
方
配
水
塔
」
と
な
る 

9
月
20
日(

金)

、
第
28
回
「
せ
い

し
ゅ
ん
亭
」
は
『
令
和
を
翔
け
る
』

を
テ
ー
マ
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

多
く
の
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
、

会
場
設
営
、
コ
ン
サ
ー
ト
へ
の
出
演
、

健
康
コ
ー
ナ
ー
の
開
設
、
参
加
者
の

最
大
の
楽
し
み
で
あ
る
ラ
ン
チ
づ

く
り
な
ど
行
い
ま
し
た
。 

小
学
校
PTA
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方

に
感
想
を
お
聞
き
ま
し
た
。 

◆
江
古
田
小
学
校
PTA 

地
域
の
皆
様
や
主
催
者
様
の
お

か
げ
で
、
笑
顔
あ
ふ
れ
る
こ
の
会
の

お
手
伝
い
が
で
き
、
良
か
っ
た
で
す
。 

◆
江
原
小
学
校
PTA 

和
気
あ
い
あ
い
と
地
域
の
方
々

と
の
交
流
が
で
き
、
地
域
貢
献
だ
け

で
な
く
、
近
所
の
人
の
顔
を
知
れ
る

と
言
う
事
は
、
災
害
な
ど
の
時
に
は

と
て
も
良
い
と
思
い
ま
し
た
。 

  

10
月
６
日(

日)

は
、
雨
天
に
よ
り

行
列
は
中
止
さ
れ
ま
し
た
が
、
午
後

に
は
雨
も
上
が
り
江
古
田
氷
川
神

社
の
境
内
で
、
奉
納
舞
が
行
わ
れ
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。 

          

第
44
回
江
古
田
地
区
ま
つ
り
は

延
べ
９
０
０
人
あ
ま
り
の
参
加
者

が
あ
り
ま
し
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
皆
さ
ん
に
支
え
ら
れ
、
今
年
も

楽
し
い
地
域
交
流
イ
ベ
ン
ト
と
な

り
ま
し
た
。 

         

 

今
年
度
、
江
古
田
区
民
活
動
セ

ン
タ
ー
前
庭
の
花
壇
作
り
を
江
原

町
町
会
婦
人
部
よ
り
引
継
い
だ
江

古
田
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
「
日
草
の
会
」
は
、
季
節
の
花

の
植
替
え
や
手
入
れ
を
行
っ
て
い

ま
す
。
６
月
か
ら
は
、
東
京
コ
ロ

ニ
ー
の
方
が
、
毎
日
花
壇
の
水
や

り
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
行
っ
て
頂

き
、
お
花
も
喜
ん
で
い
ま
す
。 

       

■
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
＠
Ｅ
ｇ
ｏ
ｔ
ａ 

【
応
募
期
間
】
令
和
２
年
２
月
28
日

（
金
）
ま
で 

【
発
表
予
定
】
令
和
２
年
３
月 

【
テ
ー
マ
】
江
古
田
・
江
原
町
・
松

が
丘
の
感
動
の
一
枚
な
ど 

【
部
門
と
賞
】
こ
ど
も
の
部
（
小
学

生
以
下
）
・
一
般
の
部
（
中
学
生
以 

上
）
よ
り
入
賞
者
を
え
ら
び
ま
す
。 

【
応
募
方
法
】
Ａ
４
サ
イ
ズ
プ
リ
ン

ト
・
一
人
１
点
・
未
発
表
作
品
に
限
る 

【
参
加
費
】
無
料 

【
提
出
先
】
江
古
田
区
民
活
動
セ
ン

タ
ー
運
営
委
員
会
事
務
局 

☎ 

１
面
参
照 

芸能祭 

模擬店 

野方配水塔  
江古田１－３ みずのとう公園内 

国の有形文化財（2010 年登録） 

 

写
真
募
集
中
‼ 

活

動

報

告 

せ
い
し
ゅ
ん
亭 

江
古
田
獅
子
舞 

江
古
田
地
区
ま
つ
り 

花
壇
づ
く
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 



(4) 

 

☎
（
３
９
５
１
）
２
５
１
５ 

 

   

■
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト 

【
開
催
日
時
】
12
月
20
日
（
金
） 

午
前
の
部
10
時
30
分
～
11
時 

午
後
の
部
３
時
30
分
～
４
時
30
分

（
受
付
は
、
開
始
15
分
前
よ
り
） 

【
場
所
】
１
階
ホ
ー
ル 

【
内
容
】
フ
ル
ー
ト
（
木
藤
久
瑛
氏
）

と
ピ
ア
ノ
（
伊
藤
愛
美
氏
） 

の
旋
律
に
乗
せ
て
素
敵
な 

ク
リ
ス
マ
ス
ソ
ン
グ
を
お 

届
け
し
ま
す
。 

【
定
員
】
無
し
、
無
料 

午
前
の
部
は
、
小
さ
な 

お
子
さ
ん
も
聞
き
や
す
い 

構
成
で
す
。 

 

■
初
笑
い
！
～
み
ん
な
一
緒
に

「
わ
っ
は
っ
は
」
笑
い
ヨ
ガ
で 

 
 
 

（
福
）
き
た
る
！
」 

【
開
催
日
時
】
令
和
２
年
１
月
11
日

（
土
）
午
後
２
時
～
３
時 

（
受
付
は
、
開
始
15
分
前
よ
り
） 

【
場
所
】
１
階
ホ
ー
ル 

【
内
容
】
笑
い
ヨ
ガ
と
は
、
イ
ン
ド

発
祥
の
「
笑
い
の
体
操
と
ヨ
ガ
の
呼

吸
法
を
あ
わ
せ
た
健
康
法
」
で
す
。 

新
春
に
、
皆
さ
ん
一
緒
に
思
い
っ

き
り
笑
い
ま
せ
ん
か
？ 

【
定
員
】
無
し
、
無
料 

【
講
師
】
福
田
豊
氏
、
笑
い
ヨ
ガ
リ

ー
ダ
ー
、
中
野
区
キ
ャ
ン
プ･

レ
ク

レ
ー
シ
ョ
ン
協
会
会
長
、
江
原
小
学

校
校
長 

【
問
合
せ
】
み
ず
の
塔
ふ
れ
あ
い
の 

家
（
中
野
区
江
古
田
１-

９-

24
） 

☎
（
３
９
５
４
）
６
７
５
５ 

  

■
園
内
の
植
物
や
木
の
実
を
使
っ

た
ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
づ
く
り 

小
学
3
年
生
以
下
は
保
護
者
同

伴
で
参
加
可 

【
日
時
】
12
月
７
日
（
土
） 

①
午
前
９
時

30
分
～
午
前

11
時

30
分
②
午
後
１
時
30
分
～
午
後
３

時
30
分 

【
場
所
】
鬼
神
窟
（
集
会
場
） 

【
定
員
】
各
回
20
名
（
先
着
順
） 

【
参
加
費
】
１
０
０
０
円 

※
事
前
申
込
制 

■
キ
ッ
ズ
ラ
ン
ニ
ン
グ
教
室 

元
五
輪
選
手
が
教
え
る
小
学
生

対
象
の
走
り
方
教
室 

【
講
師
】
新
宅 

雅
也
氏
（
ソ
ウ
ル

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
マ
ラ
ソ
ン
代
表
） 

【
日
時
】
12
月
28
日
（
土
） 

午
前
10
時
～
正
午 

【
場
所
】
上
高
田
野
球
場 

【
定
員
】
50
名 

【
参
加
費
】
１
５
０
０
円 

【
問
合
せ
】
哲
学
堂
公
園
事
務
所

（
松
が
丘
１-

34-

28
）  

  

簡
単
な
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
や

ス
ト
レ
ッ
チ
を
中
心
に
し
た
運
動

機
能
向
上
と
、
脳
ト
レ
体
操
・
栄
養
・

口
腔
ケ
ア
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。 

【
開
催
日
時
】
元
気
ク
ラ
ス
①
隔

週
：
第
１･

３
木
曜
日
（
※
１
月
の
み

第
２･

４
木
曜
日
）
②
隔
週
：
第
２･

４
木
曜
日
（
※
１
月
の
み
第
３･

５

木
曜
日
）
ゆ
っ
た
り
ク
ラ
ス
③
12
月 

隔
週
第
２･

４
火
曜
日
、
１
・
２
・
３

月
第
１･

３
火
曜
日
）
い
ず
れ
も
午

前
10
時
～
11
時
15
分 

11
月
７
日
～
令
和
２
年
３
月
26
日 

【
場
所
】
み
ず
の
塔
ふ
れ
あ
い
の
家 

【
定
員
】
①
②
35
名 

③
20
名
、 

【
対
象
】
65
歳
以
上
の
区
民
の
方 

【
参
加
費
】
無
料 

【
申
込･

問
合
せ
】
セ
ン
ト
ラ
ル
ス

ポ
ー
ツ
㈱ 

健
康
サ
ポ
ー
ト
部 

☎
（
５
５
４
３
）
１
８
８
８ 

受
付
：
月
～
金
曜
日
10
～
17
時 

  

２
月
利
用
分 

12
月
16
日
（
月
） 

３
月
利
用
分 

１
月
20
日
（
月
） 

地
元
団
体 

９
時
か
ら 

一
般
団
体 

10
時
30
分
か
ら 

  

60
歳
以
上
の
区
民
の
方 

各
会
場
先
着
14
人
ま
で 

①
江
古
田
区
民
活
動
セ
ン
タ
ー 

１２
月
２４
日
、
１
月
２８
日 

毎
月
第
４
火
曜
日 

☎(

３
９
５
４)

６
８
１
１ 

②
み
ず
の
塔
ふ
れ
あ
い
の
家 

１２
月
２０
日
、
１
月
１７
日 

毎
月
第
３
金
曜
日 

☎(

３
９
５
４)

６
７
５
５ 

③
松
が
丘
シ
ニ
ア
プ
ラ
ザ 

１２
月
２６
日
、
１
月
２３
日 

毎
月
第
４
木
曜
日 

☎(

５
３
８
０)

５
７
６
１ 

参
加
費 

９
０
０
円 

て
ぬ
ぐ
い
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。 

※
事
前
予
約
受
付
無
し
、
予
約
受

付
は
、
①
②
当
日
９
時
か
ら
会
場

へ
、
電
話
の
み
受
付
。 

午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分 

③
当
日
９
時
か
ら
窓
口
受
付
、 

９
時
半
か
ら
電
話
受
付
も
可
。 

午
前
９
時
30
分
～
午
後
３
時
45
分 

  

【
会
議
】（
開
催
済
み
） 

役
員
会･

町
会
長
会
議 

１０
月
１１
日
、
１１
月
１５
日 

広
報
部
会 

１０
月
２４
日
、
１１
月
２８
日 

地
域
事
業
部
会 

１０
月
１７
日
、
１１
月
２１
日 

【
事
業
】（
開
催
済
み
） 

 

江
古
田
地
区
ま
つ
り
（
支
援
） 

１０
月
１９
～
２６
日
、 

シ
ニ
ア
交
流
会
１１
月
１３
日 

（
通
年
事
業
）
童
謡
講
習
会
、
ダ

ン
ベ
ル
体
操
、
健
康
体
操
、
シ
ニ

ア
ヨ
ガ
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
、
ア
ク
テ

ィ
ブ
体
操 

 

編
集
後
記 

 

今
年
の
夏
も
、
猛
暑
が
続
き
、
寒

暖
の
差
も
激
し
く
、
大
型
台
風
が
つ

ぎ
つ
ぎ
日
本
列
島
を
襲
い
ま
し
た
。

た
く
さ
ん
の
方
が
亡
く
な
ら
れ
、
洪

水
・
が
け
崩
れ
・
家
屋
の
浸
水
な
ど

多
く
の
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。 

タ
ワ
ー
マ
ン
シ
ョ
ン
地
下
の
電

気
設
備
が
冠
水
し
停
電
、
大
変
な
事

態
が
報
道
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
地
球

温
暖
化
に
よ
る
気
候
変
動
に
よ
っ

て
起
き
る
こ
う
し
た
被
害
、
何
か
打

つ
手
は
な
い
も
の
で
し
ょ
う
か…

地
域
の
絆
の
大
切
さ
を
実
感
し
ま

し
た
。 

さ
て
、
今
回
は
日
常
生
活
を
営
む

う
え
で
、
避
け
て
通
れ
な
い
『
ご
み

問
題
』
を
「
減
量
」・「
資
源
」・「
食

品
ロ
ス
」
に
焦
点
を
当
て
て
特
集
し

ま
し
た
。 

「
塵
も
積
も
れ
ば
山
と
な
る
」
か
ら

「
資
源
も
積
も
れ
ば
役
に
立
つ
」
た

め
の
一
助
に
し
て
い
た
だ
け
れ
ば

幸
い
で
す
。 

〔
岩
村 

記
〕 

 

２
月
号
は
１
月
２５
日
発
行
予
定 

み
ず
の
塔
ふ
れ
あ
い
の
家 

 

中
野
区  

は
つ
ら
つ
健
康
体
操 

哲

学

堂

公

園 

 

運
営
委
員
会
だ
よ
り 

 

も

よ

お

し

案

内 
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